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１．都市計画の概要

都市計画道路とは

主要な都市計画道路
環状線：皇居から波紋上に広がって

いる（2路線）

放射線：主に環状線から放射状に
延びている（16路線）

補助線：環状線と放射線を補う(２６路線）

他 ：歩行者専用道など（28路線）

・都市内の重要拠点を繫ぎ、都内
の主要交通機能を担う道路。

隅切り

・隅切りとは、2つ以上の道路が交わ
る交差点に設けるものであり、車路
からの見通しを良くし、利用者の安全
を守るための空間。
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区内都市計画道路
（高速道路を除く）

用途地域とは

本都市計画対象

・用途地域とは土地の利用の仕方に関
する基本ルールであり、目的ごとに
異なる13種類の地域に分けられる。

・隅切りは、都市計画道路が交わる場
合に必要となり、用途地域を決める
際の基準になることがある。

・千代田区内には、そのうちの３種類
があり、その中でも容積率（建てられ
る建物のボリュームの制限）の違い
によって１５の区域に分かれている。隅切り

千代田区都市計画図

都市計画道路 建築の制限

・都市計画道路の区域内では、以
下のような建物制限がかかる。

東京における都市計画道路の整備方針より

‐階数が３、高さが１０m以下、かつ、
地階を有しない

‐主要構造部が、木造、鉄骨造、コ
ンクリートブロック造であること

‐区域の内外にある場合は、区域
内にある部分を分離できる構造



２．補助55号及び周囲の用途地域について

千代田区 都市計画図（用途地域）

２

補助５５号現状 用途地域現状

補助５５号

未整備区間

未整備隅切り
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【補助55号】
・昭和21年（１９４６年）４月25日に戦災復興院（当時）により告示。昭和39年（1964年）に現計画へ変更され、以降は変更なし。
・計画された幅員は15ｍであり、赤く塗られた未整備区間では建物の構造制限（高さ10m、階数3階等）が掛かっている。

【用途地域】
・現在、補助５５号近辺の用途地域は右図のようになっており、主に２つのエリアに分かれている。

平河町二丁目

麹町中学校



３．東京都・千代田区の取り組み

交通量調査

暮らし

防災

活力

環境

基本目標 将来都市計画道路ネットワークの検証項目

東京都 都市整備局発行 東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画）より抜粋

将来交通量
分析

計画廃止
影響検証

道路の
実態調査

第１回
意見交換会

＆
ニュース発行

補助55号の貝坂通り部分が該当
千代田区は該当部を含めた

補助５５号本線のあり方を検証

東京都による検証 千代田区による検証・意見交換

・東京都は都市計画道路としてあるべき基本目標を基に、将来的な道路機能を評価する15の評価項目を策定した。
未整備の路線の内、この項目に該当しない都市計画道路の区間を見直し候補路線とした。

・東京都の検証後、千代田区では見直し候補路線の検証を行った。その際、見直し候補路線だけでなく、
補助５５号の本線である東西路も一体として検証し、その後、沿道権利者の方と意見交換会を開催した。

詳細な路線の調査 沿道権利者との調整

３

東京都は項目に該当しない
路線区間を「見直し候補路線」

と位置づけ
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第２回
意見交換会

＆
ニュース発行

第３回
意見交換会

＆
ニュース発行



４．補助５５号 検証内容 （千代田区決定）
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４

補助55号 検証対象 見直し候補 見直し候補内隅切り

現在の状況 変更後

【補助55号と近隣交通量に関する検証】

・以下の調査・分析を令和３年度（2021年度）までに終えた。
‐補助５５号の交通量調査と将来の交通量分析
‐都市計画道路として整備した場合、整備しなかった場合の周辺交通量への影響

⇒ 都市計画道路として整備しても、将来の交通量は大きく変わらず、近隣道路の交通量が大きく変わらないことが分かった。

道路を拡幅するには土地の取得が必要となる。令和４年度から沿道権利者との意見交換会を行った結果、土地を取得してまで
の拡幅は必要ないと判断し、対象路線と隅切りの計画を廃止する方針とした。

都市計画道路が担う交通量 12,000台／日 見直し基準 6,000台／日
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５．用途地域 検証内容 （東京都決定）

５

千代田区 都市計画図（用途地域）千代田区 都市計画図（用途地域）

現状の調査・検証 用途地域の変更

【用途地域に関する検証】

・補助55号の変更により、隅切りを根拠としていた約３００㎡が以下のように変更される。

商業地域 容積率７００％ 建ぺい率８０％ ⇒ 第二種住居地域 容積400％ 建ぺい率60％

・建築基準法では、用途地域が変更されることによって容積率等が超過しても違反とならない（既存不適格になる）が、
用途地域が変わる約300㎡に入っている土地・建物を対象に、建物構造への影響（同規模の建替えが可能か）を調査した。

⇒用途地域が変わっても容積率等が建築基準法上の上限を超えることはなく、建替えを行っても現在の建物と同じ規模の
建物が建てられることを確認した。



６．補助５５号及び用途地域の変更 まとめ

６

【補助５５号】
・都市計画道路としてのネットワーク機能がなく、交通量も少ないため、一部廃止のための変更を行う。都市計画上の変更内容は以下のとおり。

①起点位置の変更（平河町二丁目⇒平河町二丁目） ②延長（長さ）の変更（約１５６０ｍ⇒約1,440ｍ） ③一部線形の変更 ④支線１の廃止

・一部計画廃止をすることによる、現在交通量、将来交通量への影響は少ない。

・拡幅計画がなくなることで、未整備の都市計画道路予定地の建物制限が解除される。

【用途地域】
・青山通り・貝坂通りの隅切りを根拠としていた用途地域を変更する。用途地域の変更内容は以下のとおり。

①商業地域 容積率７００％ 建ぺい率８０％が0.0ha（３００㎡）減 ②第二種住居地域 容積率４００％ 建ぺい率６０％が0.0ha（３００㎡）増

・用途地域変更による容積率等の超過はなく、また、建替え時には現在の建物と同じ規模の建替えが可能。

【路線評価・固定資産税への影響】
・都市計画道路が見直され、用途地域が変更される場合、土地の評価に使われる路線価が変わる可能性がある。
また、都市計画道路の未整備区間については、都市計画道路として予定されている土地の割合に応じて、固定資産税と都市計画税の補正率が
適用されているが、都市計画道路が廃止されることによって補正率が適用されなくなる。

変更後 補助５５号 変更後 用途地域

千代田区 都市計画図（用途地域）
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７．スケジュール
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補助５５号は千代田区都市計画審議会、用途地域は東京都都市計画審議会でそれぞれ審議される。

各審議会で承認された後、同日付で都市計画告示する予定。

①東京都市計画道路 幹線街路補助線街路第55号線（千代田区決定）

②東京都市計画用途地域（東京都決定）

●令和7年（2025年）2月19日（水）～3月5日（水） 都市計画法17条に基づく縦覧、意見書の提出 ‐ ① ②
⇒ 両都市計画ともに意見書なし

●令和7年（2025年）3月26日（水） 千代田区都市計画審議会 ‐ ①
⇒ 本日審議

●令和7年（2025年）5月15日（木） 東京都都市計画審議会 ‐ ②

●令和7年（2025年）6月以降（予定） 都市計画の告示（変更内容の適用） ‐ ① ②


